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Aエ Pでは、無線通信の 3つの利
用制約を解放することを目指してい
る。1つは通信速度の制約。基地局
密度・周波数帯域・周波数利用効率
の向上による高速大容量化に取り組
んでいる。もう 1 つは利用場所の制
約。カバレッジ拡大による利用場所
の拡大である。そして最後の１つは
利用シーンの制約。新領域を開拓す
る利用シーンの拡大である。これら
に対して、それぞれ実証実験を進め
ている。実証実験では現実の技術課
題を明らかにしつつ、世界に先んじ
た研究開発を進めている。

6G/IOWN時代に向け 100Gbps以
上の高速大容量化を目指している。
その実現にはミリ波帯、サブテラ
ヘルツ帯と呼ばれる高周波数帯の利
用が必須となる。一方で、遮蔽の影
響を受けやすく減衰が大きい課題が
あるため、受信電力を高める必要が
ある。移動を考慮すると任意の端末
の場所と送信局の見通しを確保する

必要がある。この課題を解決するた
めに、無線エリアの中心にアンテナ
を配備するセルラ構成ではなく、1 
つの集約局から多数の張出局を接続
して、そのアンテナから無線信号を
送信する「分散アンテナ技術」の研
究開発を進めている。検討を進めて
いる分散アンテナシステム構成を図
1に示す。複数のアンテナから無線
信号が送信されるため、適切なアン
テナ割当や干渉低減が課題となる。
複数アンテナを設置し、ユーザが
同時に利用する場合、ユーザ間の電
波干渉、同一ユーザ内における電波
干渉が発生し、伝送容量が低下する
課題がある。これらの課題に対して、
双方向のビーム形成により広い範囲
でユーザ間干渉の低減を図る。単一
ユーザへは異なるアンテナに接続す
る割当制御によりユーザ内干渉の低
減を実現する。検証を進めている分

散アンテナシステムの実証実験を図
2に示す。
また、集約局と張出局の光区間は、
無線信号の波形で光信号を強度変調
する「アナログ RoF（Radio over 
Fiber）技術」を適用する。アナロ
グ RoF の活用により張出局の柔軟
な配置や低消費電力化を狙ってい
る。アナログ RoFの上り回線では
複数張出局の熱雑音が集約局で加算

NTT アクセスサービスシステム研究所（以下、AS 研） 無線エントランスプロジェクト（以下、A エ P）では、「無線通信
の利用制約を解放することによる新たな社会基盤の実現」をミッションとして掲げ、無線技術の高度化、適用範囲の拡大を
狙った研究開発に取り組んでいる。本稿では６G/IOWN 時代を見据えた実証実験も含めて最近の研究開発事例を紹介する。

9 無線エントランスシステムの発展

無線通信の高速大容量化、カバレッジ拡大、
利用シーン拡大に向けた、実証実験を加速

NTT アクセスサービスシステム研究所
無線エントランスプロジェクト

プロジェクトマネージャ　鬼沢 武 氏

無線通信の 3 つの利用制約を
解放するための研究開発

分散アンテナ

基地局

分散アンテナシステム

②ユーザ内干渉

ストリーム
（データ信号）

ユーザ

①ユーザ間干渉

広い方向に
干渉抑圧

分散アンテナ

ユーザ

実験環境

図１　高周波数帯分散アンテナシステム
図 2　高周波数帯分散アンテナ

システムの実証実験

高速大容量化の取り組み



特集
IOWNの構想から実現へ 持続可能な社会を支える研究開発に取り組む
NTTアクセスサービスシステム研究所
IOWNの構想から実現へ 持続可能な社会を支える研究開発に取り組む
NTTアクセスサービスシステム研究所

特集
IOWNの構想から実現へ 持続可能な社会を支える研究開発に取り組む
NTTアクセスサービスシステム研究所
IOWNの構想から実現へ 持続可能な社会を支える研究開発に取り組む
NTTアクセスサービスシステム研究所

33ビジネスコミュニケーション 2024  Vol.61  No.4

されることで信号の品質が劣化する
課題がある。そこで、現在は上り信
号を受信するタイミングのみ張出局
を接続するスイッチング制御により
不要な張出局の熱雑音の加算を抑制
する手法を検討している。アナログ
RoF技術の実証実験を図 3に示す。

カバレッジ拡大では、地上と宇宙
の多層接続による地上・上空のカバー
率 100%の大容量通信サービスの実
現を目指している。静止軌道衛星

GEO（g e o s t a t i o n a r y 
orbitsatellite）、低軌道衛
星 LEO（lowearth orbit 
satellite）、成層圏を飛行
する高高度プラットフォー
ム HAPS（High Altitude 
Platform Station）による
通信を連携する多層ネット

ワークにより、伝搬特性やパスの通
信容量など異なる条件を考慮した通
信ルートを用いて、そのときの状況
に応じて最適なルートを選定できる
通信サービスを実現する。
多層ネットワークではルート毎にス

ループットと遅延時間が大きく異な
り、ルート次第でサービス品質が劣
化する課題がある。この課題に対し
てサービス毎に異なる要求 QoSを満
足しながらサービス品質を向上する
ルート制御技術を検討している。多
層型の非地上ネットワークにおける
ルート制御技術のシステム構成を図

4に、シミュレーション
イメージを図 5示す。
また、衛星通信では
複数端末の情報を衛星
から基地局に伝送する
フィーダリンクの大容
量化が重要である。こ
れを可能にする衛星
MIMO技術の実証実
験も並行して取り組ん
でいる。

ドローンに送受信機を搭載し、免
許不要な微弱無線を送信し受信した
電波の変動を検知することで、風力
発電の風車の異常等を非接触で検知
する技術に取り組んでいる。
微弱電波を活用することで対象物
に応じて無線電波の経路を簡易に変
更できる、無線局免許が不要なため
手続きが不要といった特長が活用で
きる。この技術により風力発電の風
車を非接触かつ無停止で点検するこ
とをめざしている。点検イメージを
図 6に、屋外での実証実験を図 7
に示す。ドローンに送受信機を搭載
したときには、雑音により送受信距
離が制限される課題があるため、雑
音の低減方法の検討をしている。ま
た、点検対象装置の内部損傷につい
ても検知する可能性を探っている。
まずは風力発電の風車を例に、大
型構造物の非接触破損点検をめざし、
対象物と気象条件などに適合した無
線運用技術および、無線を活用した
点検技術の確立をめざしている。
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